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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月12日(2016.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル形成基材（２０３）を受け入れることができるエアロゾル発生装置（１）で
あって、
　前記エアロゾル形成基材（２０３）を加熱するためのものであり、かつ該エアロゾル形
成基材（２０３）の内部部分（２１１）を貫通するように構成された加熱器（１１５）と
、
　エアロゾル発生装置に受け入れられた前記エアロゾル形成基材を引き出すための引出器
（１０１）と、
　を含み、
　前記引出器（１０１）は、第１の位置と第２の位置の間で移動可能にエアロゾル発生装
置に結合され、該第１の位置は、前記加熱器（１１５）が前記エアロゾル形成基材（２０
３）と接触することによって定められる作動位置であり、該第２の位置は、該エアロゾル
形成基材（２０３）が該加熱器（１１５）から分離することによって定められる引出位置
であり、前記引出器が、第１及び第２の位置の両方で前記エアロゾル発生装置に結合され
たままであることを特徴とする装置（１）。
【請求項２】
　前記引出器（１０１）は、前記エアロゾル形成物品を受け入れるための摺動レセプタク
ル（１０５）を含み、開口が、該引出器が前記第１の位置にある時に該摺動レセプタクル
内に受け入れられた該エアロゾル形成基材を前記加熱器が貫通することを可能にするため
に該摺動レセプタクルの壁を通って形成されることを特徴とする請求項１に記載の装置（
１）。
【請求項３】
　前記摺動レセプタクル（１０５）が前記第１及び第２の位置の間でスリーブ（１０３）
内で摺動するように配置されるような該摺動レセプタクル（１０５）を受け入れるための
スリーブ（１０３）を含むことを特徴とする請求項２に記載の装置（１）。
【請求項４】
　前記摺動レセプタクル（１０５）は、前記スリーブ（１０３）に当接するように配置さ
れたフランジ（１０７）を含むことを特徴とする請求項３に記載の装置（１）。
【請求項５】
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　前記摺動レセプタクル（１０５）が装置（１）から滑り出るのを防止するためのストッ
パ（４０１）を更に含むことを特徴とする請求項２から請求項４のいずれか１項に記載の
装置（１）。
【請求項６】
　前記摺動レセプタクル（１０５）が前記第１及び第２の位置の間で移動する時に該摺動
レセプタクル（１０５）を案内するためのガイドピン（１１０）を更に含むことを特徴と
する請求項２から請求項５のいずれか１項に記載の装置（１）。
【請求項７】
　前記エアロゾル形成基材（２０３）は、喫煙物品（２０１）内に与えられ、前記摺動レ
セプタクル（１０５）は、該喫煙物品（２０１）が前記引出器（１０１）に受け入れられ
た時に前記第１の位置にあることを特徴とする請求項２から請求項６のいずれか１項に記
載の装置（１）。
【請求項８】
　前記エアロゾル形成基材（２０３）を支持するための支持体（１０５ｂ）が、前記摺動
レセプタクル（１０５）の面を含み、該面は、空気の貫流を許すための少なくとも１つの
開口（１０９）を含むことを特徴とする請求項２から請求項７のいずれか１項に記載の装
置（１）。
【請求項９】
　前記摺動レセプタクル（１０５）は、前記エアロゾル形成基材（２０３）が該摺動レセ
プタクル（１０５）に受け入れられ、かつ該摺動レセプタクル（１１５）が前記第１の位
置にある時に該エアロゾル形成基材（２０３）を把持するための把持手段（１１１）を含
むことを特徴とする請求項２から請求項８のいずれか１項に記載の装置（１）。
【請求項１０】
　前記摺動レセプタクル（１０５）は、前記エアロゾル形成基材（２０３）が前記加熱器
（１１５）によって加熱されるように正しく位置決めされた時に該エアロゾル形成基材（
２０３）が当接する面を含むことを特徴とする請求項２から請求項９のいずれか１項に記
載の装置。
【請求項１１】
　エアロゾル形成基材（２０３）を含む喫煙物品（２０１）を加熱式エアロゾル発生装置
から引き出す方法であって、該加熱式エアロゾル発生装置が、該エアロゾル形成基材（２
０３）を加熱してエアロゾルを形成するための加熱器（１１５）と該エアロゾル発生装置
に結合され、かつ該喫煙物品（２０１）を受け入れるための摺動レセプタクル（１０５）
を含む引出器（１０１）とを含み、
　前記方法は、
　前記摺動レセプタクル（１０５）に受け入れられた喫煙物品（２０１）と共に該摺動レ
セプタクル（１０５）を該喫煙物品（２０１）の前記エアロゾル形成基材（２０３）が前
記加熱器（１１５）によって加熱されるように位置決めされた第１の位置から該喫煙物品
（２０１）の該エアロゾル形成基材（２０３）が該加熱器（１１５）から実質的に分離さ
れた第２の位置まで摺動させる段階であって、該喫煙物品（２０１）の該エアロゾル形成
基材（２０３）が、該摺動レセプタクル（１０５）上の支持体（１０５ｂ）によって該摺
動させる段階中に支持され、前記引出器が、第１及び第２の位置の両方で前記エアロゾル
発生装置に結合されたままである前記摺動させる段階と、
　前記喫煙物品（２０１）を前記摺動レセプタクル（１０５）から取り出す段階と、
　を含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記加熱式エアロゾル発生システムは、電気加熱器を含む電気加熱式エアロゾル発生シ
ステムであることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記喫煙物品は、タバコを含むことを特徴とする請求項１１又は請求項１２に記載の方
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法。
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